


ひろしま建築学生チャレンジコンペとは

今年で８回目を迎えるこのコンペは学生が作品のアイデアの提案から建物完成までの一連のプロセスに関わることがで

きる全国唯一の取組です。これまで学生の多彩なアイデアがひろしまの建築物の魅力づく りという形で実現しています。

広島県では、著名な建築家による公開審査というチャレンジの場や、公共建築の実践現場を体感できる場を提供するなど、

クリエイティブな人材の育成を図っています。

※提案パース

建物ができるまで～2019 年 縮景園のトイレを例に～

①応募された63 作品のうち一次審査を通過した７作品が公開の最終審査会に！

ひろしま建築学生チャレンジコンペ2019

縮景園内事務所棟東トイレ

応募作品数： 63 作品

参加者数： 141 名

最優秀作品賞：「 木陰葺の東屋」

京都工芸繊維大学大学院

由利 光

生田 海斗

審査委員： 手塚貴晴、手塚由比、春日琢磨 他

設計/施工： MASAA/株式会社 伏光組

設計・ 工事期間： 令和元年10 月～令和３年３月

②最優秀作品が決定！ ④そして、完成！

③設計や工事の監修

設計監修 工事監修

過去の作品は広島県ホームページでご覧いただけます！

URL https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/miryoku/challe-com.html

2018年 瀬戸内海国立公園高見山公園内トイレ

2019 年の題材は広島のまちの中心部にある庭園・ 縮景

園のトイレでした。テーマは「 改築でござる。」。


